
流山市自転車ネットワーク計画 概要版

路線選定の視点

基本方針１ 実用性の高い自転車ネットワークの形成

基本方針２ 自転車と歩行者の双方が、安全・快適に通行できる整備形態の選定

基本方針３ 既存道路空間を活用した自転車通行空間の早期整備・運用

路線選定の視点 選定の結果

① 主な目的地と居住地区を結ぶ路線
自転車での主な行先
「鉄道駅」「学校」「商業施設」
「公園、文化施設、スポーツ施設」

② 自転車関連事故の発生リスク低減
が特に必要な路線

・ 自転車事故の多い路線
（1ｋｍあたり2件以上）

・ 通学路における自転車の危険箇所

③ 連続性の確保に繋がる路線 ・ ①②の連続性を確保する路線
・ 隣接市との連続性を確保する路線

本計画の対象範囲は「市内全域」、計画期間は、流山市総合計画（基本計画）
内の「令和3年度～令和11年度」とします。

計画の
範囲と期間

令和3年６月

 課題を踏まえ、3つの基本方針に基づき、自転車ネットワークの整備を進めるものとします。

２．基本方針

整備優先度の高い路線

• 自転車での移動ニーズが特に大きい鉄道駅周辺の路線
→鉄道駅徒歩圏内に含まれる路線

• 自転車関連事故の発生リスクを早急に低減させる必要のある路線
→自転車事故の多い通学路上の路線

• 連続性を確保することにより安全性・快適性の改善が見込める路線
→近隣市との連続性を確保する路線

• 先行する他の事業に併せて整備することが効率的な路線
→道路の新規整備や再整備が行われる路線

1

本計画は、自転車ネットワーク路線を選定し、その路線の整備形態等を示す
ことにより、安全で快適な自転車通行空間を効果的、効率的に整備するこ
とを目的とします。

計画策定の
目的

１．計画策定の趣旨

３．路線の選定
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整備形態の考え方

① ② ③ ④

① ②

③ ④

２

４．整備形態

整備計画平面図

※自転車歩行者道
の規制が解除され
るまでの暫定的な
整備形態とします。

※交通安全上、特に配慮が必要な区間については、自転
車通行位置をより明確にするため「青色カラー塗装」
を検討します。

自転車 車道
歩行者道

※交通安全上、特に
配慮が必要な区間に
ついては、自転車通
行位置をより明確に
するため「矢羽根型
路面表示」を検討し
ます。

歩道 車道

歩道 自転車道
自転車専用

歩道 通行帯

将来的に自転車ネットワーク計画路
線として位置づけることを検討する

A︓自動車の速度が高い道路 B︓A、C以外の道路 C︓自動車の速度が低く、
自動車交通量が少ない道路

自転車道 自転車専用通行帯

Yes Yes

No

Yes

No

車道混在 自転車歩行者道の
暫定併用

YesNo

No
対象路線が自転車歩行者道自転車専用通行帯

（1.5m以上）の採用
自転車道

（2.0m以上）の採用

目安 自動車速度が
60㎞/h 目安 A、C以外の道路 目安

自動車速度が40㎞/h以下
かつ

自動車交通量が4,000台以下

自転車ネットワーク計画上の位置づけの有無


